
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井
筒
屋
だ
よ
り 

（１）井筒屋だより 第 41号（令和 6年 3月） 回 覧 

 

井
筒
屋
の
交
流
広

場
に
こ
の
ほ
ど
、
小
野

友
五
郎
の
功
績
を
た

た
え
る
顕
彰
碑
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
稲
田

の
御
影
石
を
使
用
し
、

横
顔
の
レ
リ
ー
フ
と

功
績
を
記
し
た
石
が

埋
め
込
ま
れ
て
い
ま

す
。 

こ
れ
は
、
笠
間
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
創

顕
彰
碑
と
測
量
入
門
書 

友
五
郎
の
足
跡
を
よ
り
身
近
に 

立
50

周
年
記
念
事
業

で
制
作
、
市
に
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
す
。  

小
野
友
五
郎
と
い
え

ば
、
幕
末
の
笠
間
藩
士

で
、
数
学
や
天
文
学
、

航
海
術
に
優
れ
て
い

て
、
咸
臨
丸
の
航
海
長

と
し
て
日
本
人
初
の

太
平
洋
横
断
の
航
海

を
行
っ
た
ほ
か
、
明
治

第
四
十
一
号 

令
和
六
年 

三
月
号 

かさま歴史交流館井筒屋 笠間市笠間 987 電話 0296-71-8118 

開館時間 午前 9 時～午後９時 月曜日休館(月曜日が祝日のときは火曜日が休館となります) 

～このお便りでは、井筒屋の日々の様子やイベントの開催予定等をお知らせしています～ 

３月のイベント 

維
新
後
は
、
鉄
道
建
設

や
数
学
教
育
の
普
及

な
ど
、
日
本
の
近
代
化

に
貢
献
し
ま
し
た
。  

当
館
２
階
に
は
「
小

野
友
五
郎
を
伝
え
て

ゆ
く
会
」
が
作
成
し
た

展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。
友
五
郎
の
足

井筒屋前に設置された顕彰碑 

 

 

日 時：3月16日(土) 午後3時(開場2時30分) 

出 演：笠間稲荷ばやし保存会 吉福社中 他 

 

 

 

 

料 金：2500円(一般) 小学生1000円(未就学児無料) 

アニメーション ホントにあった天狗のはなし 

～岩間山の天狗伝説とその先～ 

天狗伝説アニメの上
映と笠間稲荷囃子と
吉福社中の神楽を披
露します。 

 

 

日 時：3月23日(土)午後6時30分(開場6時) 

出 演：万葉亭小太郎(落語)  

寝床家小道楽(落語) ペロ中島(ギター漫談) 

 

 

 

木戸銭：500円 

万葉亭小太郎の井筒屋の夜会 
～二刀流を楽しむ会～ 

万葉亭小太郎が二刀流の男
をゲストに迎え、たっぷりと
笑いをお届けします。 

トートバッグ 

跡
を
、
よ
り
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。  

１
階
で
は
、
咸
臨
丸

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ト

ー
ト
バ
ッ
グ
等
も
販

売
中
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。  

江
戸
時
代
の
測
量

技
術
書
『
量
地
図
説
』

を
現
代
語
に
訳
し
た

『
量
地
図
説
を
読
む 

上
』
を
、
こ
の
ほ
ど
、

小
野
友
五
郎
を
伝
え

て
ゆ
く
会
・
副
会
長
の

今
泉
寛
氏
が
出
版
。
井

筒
屋
で
販
売
中
で
す
。 

『
量
地
図
説
』
は
、

嘉
永
５
（
１
８
５
２
）

年
に
笠
間
藩
士
の
甲

『
量
地
図
説
』
の 

現
代
語
訳
を
販
売 

斐
駒
蔵
廣
永
ら
に
よ

っ
て
著
さ
れ
た
測
量

の
入
門
書
。
今
泉
氏
は

「
小
野
友
五
郎
を
知

っ
て
も
ら
う
だ
け
で

な
く
、
当
時
の
時
代
背

景
や
文
化
に
も
興
味

を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。
価
格

は
９
６
８
円
で
す
。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【井筒屋ニュース】 

井筒屋だより 第 41 号（令和 6 年 3 月） （２） 

 

花
ま
つ
り
の
六
堂
ま
い
り 
歴
史
こ
ら
む 

【
後
記
】 

こ
の
春
、
中
学
生
に
な

る
子
ど
も
た
ち
が
、
小
学

校
に
入
学
し
た
の
は
平
成

30

年
の
４
月
。
こ
の
と

き
、「
か
さ
ま
歴
史
交
流
館

井
筒
屋
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。 

そ
れ
以
来
、
井
筒
屋
は

子
ど
も
た
ち
の
行
事
に
も

数
多
く
利
用
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
参
加
す
る
独
自

の
イ
ベ
ン
ト
も
何
度
も
開

い
て
き
ま
し
た
。
新
中
学

生
た
ち
の
小
学
校
時
代
の

思
い
出
の
一
つ
に
、
井
筒

屋
が
残
っ
て
い
る
な
ら
、

こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
春
、
井
筒
屋
は
７

年
目
の
活
動
と
な
り
ま

す
。
小
学
生
か
ら
、
中
学
生

に
な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち

が
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な

世
代
の
方
々
に
、
素
敵
な

思
い
出
を
残
せ
る
よ
う
な

施
設
に
な
っ
て
い
き
た
い

と
、
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。 

 
 

 
 

（
雄
） 

４
月
８
日
は
お
釈
迦
様
の

誕
生
日
で
あ
る
「
花
ま
つ

り
」
。
古
く
か
ら
笠
間
で
は
、

新
仏
（
し
ん
ぼ
と
け
）
を
持
つ

者
が
、
こ
の
日
に
６
カ
所
に

安
置
さ
れ
た
仏
像
を
お
参
り

す
る
「
六
堂
ま
い
り
」
の
風
習

が
あ
っ
た
。 

６
体
の
仏
像
と
は
、
①
楞

厳
寺(

片
庭)

の
観
音
大
士
、

②
岩
谷
寺(

来
栖)

の
薬
師
如

来
、
③
阿
弥
陀
院(

廃
寺)

の

地
蔵
菩
薩
、
④
弥
勒
堂(

石

寺)

の
弥
勒
菩
薩
、
⑤
花
蔵
院

(

廃
寺)

の
毘
沙
門
天
・
多
門

天
、
⑥
蓮
台
寺(

福
田)

の
不

動
明
王
の
こ
と
。
阿
弥
陀
院

の
地
蔵
菩
薩
は
、
現
在
は
城

里
町
の
徳
蔵
寺
に
移
さ
れ
て

お
り
、
花
蔵
院
の
毘
沙
門
天
・

多
聞
天
像
は
現
存
し
て
い
な

い
が
、
寺
が
あ
っ
た
愛
宕
町

の
路
地
に
は
、「
呑
龍
様
」
と

呼
ば
れ
る
お
堂
が
あ
り
、
毘

沙
門
天
像
の
掛
け
軸
が
納
め

ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
６
体
を
、
早
朝
に
わ

ら
じ
が
け
で
出
立
し
、
１
日

が
か
り
で
巡
拝
す
る
。
そ
れ

を
３
年
間
行
う
こ
と
で
、
新

仏
の
供
養
と
な
っ
た
。
の
ち

に
、
３
人
が
一
度
に
回
れ
ば
、

３
年
分
参
拝
し
た
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
。 

こ
の
起
源
は
不
明
だ
が
、

元
禄
３
年
に
成
立
し
た
『
連

台
寺
不
動
縁
起
』
の
中
に
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
か
な
り

古
く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

今
も
、
こ
の
風
習
は
守
ら

れ
て
い
て
、
各
寺
で
は
、
訪
れ

た
人
の
た
め
に
、
甘
茶
や
線

香
を
用
意
し
た
り
、
仏
像
の

御
開
帳
を
行
う
と
こ
ろ
も
あ

る
。
昔
は
１
日
か
か
っ
た
道

の
り
も
、
今
は
車
で
２
時
間

程
度
。
六
堂
を
め
ぐ
っ
て
、
春

の
訪
れ
を
感
じ
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。(

雄) 

朝
の
会
と
夜
会 

落
語
を
堪
能 

かさま応援大使に就任 

玉川祐子さん、ますますお元気! 

笠間出身で 101 歳の現役曲師・玉川祐子さんが
このほど、かさま応援大使に就任されました。委
嘱状の交付式のために笠間を訪れた祐子さんは、
井筒屋にも立ち寄り、自らの紹介コーナーを見
て、笑顔になっていました！ 

尺八とギターのコラ
ボによるデュオコン
サートが開かれ、和洋
の作品が演奏されま
した。 

ギターと尺八 

コラボで演奏 

万
葉
亭
小
太
郎
の
「
井
筒
屋
の
夜

会
」
と
「
井
筒
屋
朝
の
会
」
が
開

か
れ
、
江
戸
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
落

語
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

六堂の一つ、片庭の
楞厳寺 


